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┏┏┏┏━━━━━━━━━━━━━ 

┏┏ ☆特集記事 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◆◇◆みちからまちを変える取組み「ふくみちプロジェクト」について◆◇◆ 

（福井市 都市戦略部 都市整備課） 

北陸新幹線福井開業という大きな転換期を控え、憩い・くつろげる快適な歩行者空間の創

出に向けて本市が推進している「みち」から「まち」を変えていく新たな取組、福井駅周辺

における歩行者利便増進道路事業、略して「ふくみち」プロジェクトについてご紹介します。 

 

┏┏┏┏━━━━━━━━━━━━━ 

┏┏ ☆道路占用Ｑ＆Ａ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◆◇◆無線基地局の道路占用の取扱いについて◆◇◆ 

（国土交通省 道路局 路政課 道路利用調整室） 

無線基地局の道路占用の取扱いについて解説する。 

 

┏┏┏┏━━━━━━━━━━━━━ 

┏┏ ☆TOPICS o○o。.。o○o。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◆◇◆大分県由布市にて、AIや IoTを活用して観光交通を分散させ、 

落ち着いた交通環境を創出する社会実験を実施◆◇◆ 

（大分県 由布市） 

大分県由布市は国内有数の温泉観光地であり、観光シーズンには幹線道路への観光車両・

通過交通の流入等による交通課題が発生する。本社会実験では、AIや IoTを活用して観光

交通を分散させ、観光エリア周辺にてパーク＆ライドを実施し、落ち着いた交通環境を創出

する試みを行った。ＧＷ期間中の実験は、由布院来訪者だけでなく地域住民にも好評であっ

た。 

 

┏┏┏┏━━━━━━━━━━━━━ 

┏┏ ☆地域における道路行政に関する取組み事例 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



★広島県の広域的な防災拠点としての役割を担います★°・＊:.。 

～「道の駅」は第３ステージへ【防災道の駅「西条のん太の酒蔵」】のご紹介～ 

（中国地方整備局 広島国道事務所） 

国土交通省は、「道の駅」を世界ブランドとするために「道の駅第 3 ステージ」として多

言語対応やキャッシュレスの導入とともに、地域防災及び広域防災の強化のため、「防災道

の駅」を選定し、全国の安心拠点として整備を進めています。 

令和４年７月１５日、広島県初の「防災道の駅」として開業した【西条のん太の酒蔵】を

ご紹介します。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

★徳島県の道路管理に関する最近の取り組み開★°・＊:.。 

（徳島県 県土整備部 道路整備課） 

徳島県では「余すことなく活用！「旧道敷利活用モデル」の展開」というキャッチフレー

ズの下，バイパス事業や線形改良に伴って生じた旧道敷を活用するため，管理者のみならず

部局横断的に利活用の方策を検討するなど，「とくしま旧道敷利活用モデル事業」を実施し

ている。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

★名実ともに「四国の玄関口」となる交流拠点について★°・ 

～現代と江戸時代、明治・大正をつなぐ空間づくり～ 

（鳴門市 企画総務部 戦略企画課） 

鳴門市では、交流人口拡大と地域活性化を図り、名実ともに四国の玄関口としてなるべく

「四国のゲートウェイ推進プロジェクト」を進めている。 

このプロジェクトの中核施設として、道の駅「くるくる なると」を開駅しました。この

たび本施設の概要について紹介します。 

 

┏┏┏┏━━━━━━━━━━━━━ 

┏┏ ☆編集後記 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

3年ぶりに行動制限のない夏休みとなりました。帰省や旅行をされた方も多いようで、観

光地などが賑わっている様子をニュース等で拝見しました。コロナ禍の影響で、ここ数年は

頂くことが少なくなってしまっていたおみやげ。この夏は、帰省した人や旅行に出かけた人

などから、たくさん頂くことができました。ありがとうございます。おみやげを頂くと、ご



出身や訪れた地域がわかり、話が盛り上がります。もらうと嬉しいおみやげですが、旅行に

出かけた際には、選ぶのが楽しみのひとつになります。 

 

おみやげという贈答文化は、日本独特のもので、諸外国では必ずしも一般的な行いではあ

りません。その起源は諸説あり、寺社仏閣に参るときに持っていく笥（はこ／供物を入れる

器）である「宮笥（みやけ／みやげ）」の意から転じたとされる説が有力なようです。江戸

時代、参詣には何日もの旅費等がかかることから、家族や村などの代表者に餞別を渡して自

分の祈願を頼み、その証の品として、酒盃などの“おかげ／授かりもの“を持ち帰りました。

しかしながら、参詣する人数が増えていくと、すべてを寺社仏閣からの“おかげ／授かりも

の“とすることができなくなり、これに代わる品を売る店が門前に発達していきました。そ

して、餅・団子・饅頭などが「名物」として知られるようになり、土地の産物が略され、土

産という字があてられるようになったそうです。 

 

私事となりますが、この夏の休暇を利用して、北の大地へ行ってまいりました。友人の実

家にお世話になり、大根を植えるお手伝いと、野菜の収穫を体験させてもらいました。また、

行動展示で有名な動物園を訪れ、工夫が施された施設を自由に動き回る元気いっぱいの動

物の姿を楽しみました。 

 

気持ち程度となりますが、訪れた場所がわかるお土産を選ぶことができたので、「どうだ

った？」「楽しかった？」「混んでいた？」「何食べた？」などなど、土産話でひと盛り上が

りしました。（U） 


